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研究要旨： 

本研究は、職種・業種ごとの健康課題に関する3年間の研究成果をまとめ、職種および業

種ごとの労働生産性に影響を与えうる健康課題の整理をもとに、コラボヘルス研究会におい

て収集したデータの分析を通じて、職種および業種ごとの健康課題にどのような違いがある

のかを明らかにすること目的とした。 

１年目において、既存の文献等の調査及び、コラボヘルス研究会のデータの分析を加え、

健康課題の整理を試みた。健康課題として、3つのカテゴリーa) 業務上疾病とは認められな

い程度の作業関連疾患（目の疲れなど）、b) 作業に起因しなくても労働生産性に影響を与え

る疾患で整理した。職種・業種に限らず共通して挙げられる健康課題と、職種・業種により異

なる健康課題が挙げられた。職種・業種別ごとに健康課題が異なる理由として、職種・業種ご

とに求められる職務の違い、職種・業種ごとの健康有害要因の差、職種・業種ごとに異なる働

き方の違い、社会経済格差などが考えられた。 

２年目は、職務の違いと健康課題の関連として、立位／坐位時間の比と筋骨格系疾患と目

の不調の有訴率の関連を調査した。腰痛は立位時間が長いほど有訴者割合が多い傾向に

なる一方、肩こりと目の不調は、坐位時間が長い程有訴者割合が多い傾向であった。働き方

の違いによって症状や疾病が異なる事例のひとつと考えられた。 

３年目は、１年目に整理した職種と健康課題の整理の表について 各項目の関連性が分

かるように図示することを試み、図「職種による健康課題の違い」を完成させた。 

Presenteeismの評価の方法に検討を加え、１）損失額の算出、２）Presenteeismを生じて

いる「健康上の問題や不調」の概観、３）損失の程度が大きい症状等の抽出を実施し、職種ご

とに健康課題が異なることを示した。 
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Ａ．目的 

  本研究は、職種・業種ごとの健康課題に

関する 3 年間の研究成果をまとめ、職種お

よび業種ごとの労働生産性に影響を与えう

る健康課題の整理をもとに、コラボヘルス研

究会において収集したデータの分析を通じ

て、職種および業種ごとの健康課題にどの

ような違いがあるのかを明らかにすること目

的とした。職種ごとの健康課題の分析として、

Presenteeismを利用し、Presenteeism 

の評価方法は特徴と限界（損失は個人の回

答のバラつきに大きな影響を受けるなど）が

ある、いくつかの評価方法で検討し、それぞ

れ職種ごとに Presenteeismがどのような違

いがあるのかを示すことを目的とした。 

 

Ｂ．方法 

【1年目】 

１）健康課題の整理 

Presenteeismを引き起こす要因として知

られる疾病について文献調査を行った。

参考にした文献は、山崎らが報告した全

国健康保険協会加入者の業態別の生活習

慣の特徴と、ILO産業保健エンサイクロペ

ディアの職業ガイドである。文献調査の

結果をもとに、研究者らで協議し、「業

種・職種ごとの健康課題表」案を作成し

た。案をもとに、研究班のメンバーから

の意見と、産業医業務（製造業、サービ

ス業、病院）に従事している医師4名に案

を提示し、追加及び削除項目について意

見を聴取した。意見をもとに表の再修正

を行った。 

２）コラボヘルス研究会データ分析 

本研究はコラボヘルス研究会に属する

国内同業種の企業4社の協力を得て実施

した。分析対象は、コラボヘルス研究会

で取得したデータのうち、性別・各世代

が100人以上の職種とした。アンケート項

目は、性別、年代、職種、雇用形態に加

え て Presenteeism を 尋 ね た 。

Presenteeismの評価は、直近１か月の健

康問題や不調の有無、不調がある場合は、

14種類（アレルギーによる症状、胃腸症

状、睡眠に関する不調、痛みに関する不

調など）から選択（複数選択可）するよ

う求めた。次に、もっとも労働生産性に

影響を与えている健康問題を１つ選択す

るよう求め、その健康問題により、労働

生産性が低下する頻度が直近30日で何日

あるか、症状がないとき（通常時）に比

べ、症状がある時は、質的及び量的に低

下の程度を10段階評価で尋ねた。頻度と

質的・量的に低下した程度と標準報酬月

額で掛け合わせ、Presenteeism損失額を

計算した。年代と職種で各症状の損失額

を単純集計後、100人当たりの損失額を計

算し比較した。 

【2年目】 

 1年目に行ったコラボヘルス研究会の

データ分析の情報に加えて座位時間／立

位時間の情報を利用した。座位時間／立

位時間と腰痛、肩こり、眼の不調の有訴

者数および有訴者割合を算出した。  

座位時間は「普段のあなたの仕事の時

間において、立っている時間（立位時間）

と、座っている時間（座位時間）の割合

を伺います。もっともあてはまる選択肢

を選んでください。（歩行時間は立位時間

に含みます。）」の質問にて、立位時間：

座位時間が10：0、9：1、8：2、7：3、6：

4、5：5、4：6、3：7、2：8、1：9、0：

10の11段階で聴取した。 

  

【３年目】 

１）職務と健康課題の図示化 



 

1年目に整理した健康課題と職務との関

連を図示化することを試みた。研究班で

議論を重ねて作成した。 

２）職種ごとのプレゼンティーズムの評

価 

本研究はコラボヘルス研究会に属する

国内同業種の企業 5 社の協力を得て実施

した。分析対象は、コラボヘルス研究会

で取得したデータのうち、性別・各世代

が方法１では 40 人以上、方法２では 100

人以上の職種とした。アンケート項目は、

性別、年代、職種、雇用形態に加えて

Presenteeismを尋ねた。Presenteeismの

評価は、直近１か月の健康問題や不調の

有無、不調がある場合は、14種類（下記）

からの選択を求めた。 

１．アレルギーによる疾患（花粉症な

ど） 

２．皮膚の病気・かゆみ（湿疹やアト

ピー性湿疹など） 

３．感染症による不調 

４．胃腸の病気（繰り返す下痢、便秘） 

５．手足の間接の痛みや不自由さ（関

節炎など） 

６．腰痛 

７．首の不調や肩のこりなど 

８．頭痛（偏頭痛や慢性的な頭痛など） 

９．歯の不調（歯痛など） 

１０．精神に関する不調（うつ症状、

気分の落ち込みなど、不安感） 

１１．睡眠にかんする不調（寝ようと

しても眠れないなど） 

１２．全身の倦怠感、疲労感 

１３．眼の不調（視力低下・眼精疲労・

ドライアイ・緑内障など） 

１４．その他の不調 

上記から選択（複数選択可）するよう

求めた。次に、もっとも労働生産性に影

響を与えている健康問題を１つ選択する

よう求め、その健康問題により、労働生

産性が低下する頻度が直近 30日で何日あ

るか、症状がないとき（通常時）に比べ、

症状がある時は、質的及び量的に低下の

程度を 10段階評価で尋ねた。 

Presenteeism を生じている「健康上の

問題や不調」の損失を２つの方法で評価

をした。 

方法１は、「健康上の問題や不調により

生産性に影響を与えることあるか」とい

う設問と「健康上の問題や不調」をひと

つ選択する設問を用い、従業員全員の

Presenteeism の 出 現 の 程 度 と 、

Presenteeism を生じている最も多い健康

上の問題や不調を概観した。 

方法２は「健康上の問題や不調」によ

り生産性を低下させている程度の質と量

を掛け合わせた数字を算出し、上位 20％

の人を特定し、その「健康上の問題や不

調」を職種年代別に割合を計算した。 

上記分析対象者は、20代～60代、職種

は、事務職・営業職・研究職開発職・生

産ライン作業、生産技能職、管理職の６

職種であった。属性の人数が 40人以上で

ある属性について分析を行った。 

 

Ｃ．結果 

【1年目】 

１）健康課題の整理 

研究班のメンバーからの意見と、産業

医業務（製造業、サービス業、病院）に

従事している医師4名に案を提示し、追加

及び削除項目について意見を聴取し、作

成した。すべての職種に共通なものを独

立させ、職種は７つ、業種は7つで整理し

た。軸として、健康に影響がある「労働」

の要素、作業関連疾患、健康状態により



 

業務遂行に影響を及ぼす疾患の3軸で整

理した。（表１） 

２）コラボヘルス研究会データ分析 

アンケートの回収数（回収率）は、12922

人（70.6％）であった。そのうち、分析

項目に欠損値がある人を除き、上記分析

対象者は、男性、30代～50代、職種は、

営業職・事務職・研究職・開発職・工場

のライン作業の5職種であった。損失額が

最も大きかったのは、50代男性営業職6.9

億、最も小さかったのは、30代男性開発

職で3.3億であった。全年代、全職種に共

通して、損失額の上位３位内に入る共通

な不調はなかった。50代は全職種で2位以

内に目の不調が入った。40代は全職種で3

位以内に精神の不調が入った。各年代の

職種間で5千万の違いがみられた症状は、

30代10職種、40代6職種、50代5職種であ

った。時間外労働や職業性ストレス、具

体的な仕事内容は調整できていないが、

プレゼンティーズムを生じさせている症

状は、各年代・職種ごとに差があること

が分かった。 

 

【2年目】 

職種別の立位時間と座位時間の割合を

男女別に算出した。店舗接客は立位が多

く、生産ライン職および生産技能職も立

位の多い職種であった。一方で、事務職、

研究職、開発職は座位が多い職種であっ

た。営業職は、立位業務が多い者と座位

業務が多い者とでばらつきが大きかった。 

 腰痛、肩こり、眼の不調の有訴者数お

よび有訴者割合を立位・座位時間割合で

確認すると、腰痛は立位時間が長いほど、

有訴者割合が多い傾向になる一方、肩こ

りと眼の不調は、座位時間が長いほど、

有訴者割合が多い傾向であった。 

 腰痛、肩こり、眼の不調の有訴者数(仕

事に最も影響のある症状）および有所見

者割合を立位・座位時間割合ごとに示す

(表２) 

 

【３年目】 

１）職務と健康課題の図示化 

1年目に整理した健康課題と職務との関

連を図示化することを試みた。研究班で

議論を重ねて作成した。 

 

２)職種ごとのプレゼンティーズムの評

価  

１つめの方法の結果を表に示す。全職種 

男性は「Presenteeismを生じる症状はな

い」と回答した人の割合は50代が最も少

なく、若年になると多くなる傾向がみら

れた。29才未満は50代は2～3割多かった。 

10％以上の人が生産性に影響を与えて

いた要因として、事務職/男性/50代/目の

不調、事務職/男/60代/首の不調、営業職

/男性/60 代/腰痛、研究開発職/男性/50

代/目の不調・腰痛、研究開発職/男性/60

代 /首の不調、生産ライン/男性/60 代/

腰痛、生産技能職/男性/50代/腰痛、生産

技能職/60 代/手足の関節の痛み・腰痛、

管理職/男性/40 代/首の不調、管理職/男

性 60代/腰痛であった。 

アンケートの回収数（回収率）は、12922

人（70.6％）であった。そのうち、分析

項目に欠損値がある人を除いた。結果を

表２に示す。 

生産性の大幅な低下がある人を要因別

に計算し、各職種各年代の属性 5％以上の

要因は、事務職/40代/男性/精神に関する

不調、事務職/50 代/男性/その他の不調、

営業職/男性/40代/全身の倦怠感、生産ラ

イン/男性/40代/精神に関する不調、生産



 

ライン/男性/50代/精神に関する不調、生

産ライン/男性/60 代/腰痛、生産技能職/

男性/40代/頭痛、生産技能職/男性/50代

/睡眠に関する不調であった。 

 

Ｄ．考察 

１年目に職種と健康課題の一覧表を作成

し、２年目はコラボヘルス研究会において収

集したデータより、職種により健康課題が異

なる事例のひとつとして座位/立位時間のバ

ランスと筋骨格系疾患と目の不調の有訴率

が異なることを示した。３年目は、１年目に作

成した一覧表及び２年目のデータの分析を

通じて得られた議論をもとに、職種により健

康課題の違いを図示化した。 

生産性が低下している健康課題として対

策を優先すべき「健康上の問題や不調」を

特定することは容易ではないことが分かった。

対策を検討する際に、優先して取り組む健

康課題は、有訴率が高い「健康上の問題や

不調」であるか、もしくは生産性の大幅な低

下を示す人が一定数いる「健康上の問題や

不調」のいずれかであるかを選択する必要

がある。Presenteeism対策においても、ポ

ピュレーションアプローチ、もしくはハイリスク

アプローチのいずれの立場の方策なのかの

検討が必要である。さらに、健康に影響があ

る「労働」の要素を改善するための作業環境

の改善、作業時間や休憩時間の見直しなど

の作業管理を検討する必要がある。加えて

効果が出やすい対策もしくは費用対効果の

高いプログラムなど、優先順位を決定するた

めには他の要素と合わせて検討していく必

要があると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

職種ごとの健康課題の違いについて一覧

表の作成並びに図示化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

表１ 職種・業種による健康課題の違い代表的職種の健康への影響する要因 
 

健康に影
響がある
「労働」の
要素 

作業関連
疾患  

健康状態に
より業務遂
行に影響を
及ぼす疾患 

農業 
林業 
漁業 
鉱業等 

建設業 

製造業 
電気・ガス
等 
情報通信
業 

運輸業等 

卸売業 
小売業 
金融業等 
不動産業等 
学術研究等 
教育等,公務 

宿泊業，
飲食業 
娯楽業等 
サービス
業 

医療，福祉 

共通 職業性ストレ
ス 
過重労働 

ストレス関連疾
患 
生活習慣病 

睡眠障害 
メンタルヘルス 
頭痛など 
悪性疾患 
神経変性疾患 
循環器疾患 
筋骨格系疾患 
アレルギー疾患 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

事務職 VDT作業 
長時間の座位 

目の症状 
筋骨格系疾患
(首/肩) 
生活習慣病 

目の症状 
筋骨格系疾患 
睡眠障害 
メンタルヘルス 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

店舗接客 長時間の立位 筋骨格系疾患
(腰痛) 

筋骨格系疾患 
メンタルヘルス 
感染症 
アレルギー疾患 

 
○ ○ ○ ○ ○ ○ 

営業業務 VDT作業 
長時間の座位 
振動 

筋骨格系疾患
(腰痛) 

筋骨格系疾患 
メンタルヘルス 

       

研究開発 
・技能職 

VDT作業 
長時間の座位 

目の症状 
筋骨格系疾患 
生活習慣病 

目の症状 
筋骨格系疾患 
睡眠障害 
メンタルヘルス 

○ ○ ○ 
 

○ ○ 
 

運転業務 長時間の座
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睡眠障害 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

現場作業 重量物の取り
扱い 
作業姿勢・作
業保持 
繰り返し作業 
交代勤務 
VDT作業 

腰痛 
筋骨格系疾患
(腰痛) 
睡眠障害 
生活習慣病(交
代勤務による) 

腰痛 
筋骨格系疾患 ○ ○ ○ ○ 

 
○ ○ 

看護業
務・介護
業務 

重量物の取り
扱い 
作業姿勢・作
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患者等からの
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腰痛 
筋骨格系疾患
(腰痛) 
睡眠障害 
生活習慣病(交
代勤務による) 
手荒れ 

腰痛 
筋骨格系疾患 
睡眠障害 
メンタルヘルス 
手荒れ 

      

○ 

 

 

 



 

表２ 
Table 4. 腰痛、肩こり、眼の不調の有訴者(仕事に最も影響のある症状）数および割合（立位・座位時間割合ごと）

有訴者数 有訴者割合 有訴者数 有訴者割合 有訴者数 有訴者割合

男性

　　立位時間：座位時間

１０：０ 65 11.0 18 3.0 25 4.2 591

９：１ 72 7.2 66 6.6 42 4.2 1003

８：２ 63 7.0 40 4.4 32 3.6 899

７：３ 67 6.2 60 5.5 33 3.0 1084

６：４ 40 4.8 46 5.5 22 2.6 832

５：５ 71 5.8 59 4.8 44 3.6 1230

４：６ 52 6.3 49 5.9 25 3.0 828

３：７ 96 6.0 107 6.7 75 4.7 1593

２：８ 69 3.9 118 6.6 103 5.8 1778

１：９ 115 4.4 180 6.9 179 6.9 2611

０：１０ 44 4.3 81 7.9 73 7.1 1021

合計 754 5.6 824 6.1 653 4.8 13470

女性

１０：０ 9 4.2 19 8.8 9 4.2 215

９：１ 8 1.9 40 9.6 31 7.5 416

８：２ 14 5.4 19 7.4 9 3.5 257

７：３ 10 4.4 26 11.4 13 5.7 229

６：４ 6 3.4 15 8.5 10 5.6 177

５：５ 7 3.3 20 9.5 14 6.6 211

４：６ 3 1.7 20 11.4 7 4.0 176

３：７ 16 4.6 31 8.8 25 7.1 351

２：８ 6 1.2 60 12.2 38 7.8 490

１：９ 26 2.5 125 12.2 97 9.5 1025

０：１０ 10 2.1 58 12.4 48 10.3 466

合計 115 2.9 433 10.8 301 7.5 4013

腰痛 肩こり 眼の不調
合計

 



 

図１ 職務と健康との関連 

 

 

 

 

 

図２ 職務による健康課題の違い 
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